
作・稲葉直貴 

トポロープ 
●ルール 
１：星と星の間の曲がる回数がどこも２以下になるように、 
    全ての頂点を線でつなぎ、枝分かれや交差のない一つのループを作る。 
２：星から星までの線のつながりを一つの図形と見たときに、 
    回転、裏返し、直線部分の伸縮によって同じ形状になる図形同士は接しない。  
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【例題】 


